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 国連のMDGs達成のために、アフリカの緑の革命の早期実現は、世界的な関心事であり、TICAD IVの重要

課題でもある。本研究は以下の3つの基本仮説を、十分な規模の現地アクションリサーチとして、実証し

て、アフリカに緑の革命を実現し、地球温暖化防止にも貢献することが目的である。即ち、１、「サブサ

ハラのアフリカに緑の革命をもたらす中核技術は、品種改良を行うバイテクではなくて、農民圃場の生態

環境の改良、とりわけ適切な水管理、を可能にする水田エコテクノロジー（生態工学技術）である（水田

仮説Ｉ、Sawah concept I）」、２、「貧栄養で水循環量が不足するサブサハラのアフリカであるが、水

田システムは低地の適地に適切に開発して管理すれば、畑作地の10倍以上の持続可能な集約的生産性をも

たらす（水田仮説II）」、３、「集水域低地に開発した水田の集約的な持続性の高さを背景にして、アッ

プランドに森林を再生させることが可能で、地球温暖化防止にも貢献できる（アフリカ型里山創造）」。

 サブサハラアフリカの低地面積約2億haのうち、約10%、2000万haが持続可能な水田開発適地と推定され

るが、過去50年でその数％が巨額のODA経費、1ha当たり2-3万ドルの開発費用、を使って開発されたにす

ぎない。又、開発された水田システムも、農民による持続可能な管理という点で問題を抱えている。  

水田エコテクノロジーの研究開発目標は、1ha当たりの開発費用をこれまでの10分の1にして、かつ、農

民による持続可能な管理を可能にする技術パッケージを、土地制度と市場経済等の社会経済的側面も含め

て、アクションリサーチとして作り出し、その持続可能な技術移転の方法を確立することにある。 

技術的・社会経済学的課題は、多様なアフリカ低地における水田適地の選定基準、水管理システムの技

術指針、タイ及びインド製の小型耕運機を使った農民の自力による水田システムの開発法、開発した水田

における持続可能な稲作技術の確立、適切なポストハーベスト技術の導入による市場競争力の付与、水田

稲作の高収量と高収入を背景とした水田稲作の持続的発展のための土地制度の確立、等である。 

 今年度はガーナでは土壌研究所、作物研究所、アフリカ開銀・内陸小低地稲開発プロジェクト、国連ミ

レニアムビレッジ、WARDA、２つの水田稲作篤農グループと連携して12ヶ所、ナイジェリアでは穀物研究

所、ニジェール及びオンド州政府、Bida Emir等と連携して8ヶ所をアクションサイトとして選び、両国と

も百人以上の農民による各50ha、計100ha程度の新規水田稲作を2008年度の雨季、5月から2009年1月にか

けて実施できるよう準備した。 

 



 
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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